
あぶくま高原道路 小戸神橋の工事が完了しました！

令和８年４月２４日（金）、あぶくま高原道路の小戸神橋の対策工事が完了
しました。
あぶくま高原道路小戸神橋は、舗装面の段差が確認され、専門技術委員会での

検討を踏まえ、令和7年1月より対策工事を進めてきました。
今回の対策工事完了に伴い、あぶくま高原道路 小野ICから矢吹方面への通行が

可能となりました。
工事期間中はご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。

【位置図】

【対策工事中】 【対策工事完了】



橋桁の架設工事完了！
咲田橋の完成に向けて工事が進んでいます

逢瀬川河川改修事業概要 咲田橋架替工事状況

千五沢ダム再開発事業が土木学会技術賞を受賞！

県中建設事務所が進めた「千五沢ダム再開発事業」が、2025年度土木学会技術賞を
受賞しました。技術賞は、土木技術の発展に顕著な貢献をした事業に贈られるもの

です。

千五沢ダムは1975年に農業用のかんがいダムとして完成しましたが、農業情勢

の変化により生じた空き容量を活用し、治水機能を強化する再開発事業を実施しま

した。ゲートレス化による洪水調整機能の付加や、全国的にも珍しいラビリンス型

洪水吐きを採用するなど、先進的な取組が高く評価されました。

授賞式の様子

郡山市若葉町にある咲田橋では、令和5年9月から架替え工事を進めています。
このたび、令和7年12月から実施していた上部工（橋桁の架設工事）が令和8年

4月に完了しました。
工事期間中には、郡山北工業高校の生徒の皆さんや関係団体を対象とした現場

見学会を開催し、架設工事の様子をご覧いただくとともに、本工事を含む逢瀬川
河川改修事業への理解を深めていただきました。
現在は、橋の前後をつなぐ取付道路工事および咲田橋の舗装工事を進めており、

供用開始は令和8年12月頃を予定しています。
工事期間中はご不便をおかけしますが、引き続きご理解とご協力をよろしくお願い

いたします。

千五沢ダム全景

ラビリンス型
洪水吐き



かねてより建設を進めておりました合同庁舎新庁舎が無事に完成し、６月１１日

（木）に、「福島県郡山合同庁舎完成記念式典」を行いました。

新しい事務所は、最新の設備を導入し、業務の効率化を図るとともに、ご来所

いただく皆様がリラックスできる空間づくりを目指しました。

職員一同、これまで以上に皆様のご期待に応えられるよう全力で取り組んでまい

ります。

「福島県郡山合同庁舎完成記念式典」を行いました！

【新オフィス】

・住所
〒963-8540 郡山市南一丁目94番地
福島県郡山合同庁舎（新庁舎）3階

大滝根川にわかりやすい量水標を設置しました！

福島県では、大滝根川に洪水の危険性が一目でわかるようカラー量水標を設置し
ました。設置場所は、「船引橋」「大橋」「虚空蔵橋」「上の橋」の４つで田村市の
河川防災情報システム（Riskma）を利用すればライブカメラの映像からも確認でき
ます。
量水標の色分けは３つあります。「紫色」は、重大な災害が起こる恐れがあり全員

避難の目安となる水位、「赤色」は高齢者等の避難の目安となる水位、「黄色」は
注意が必要であり、自らの避難行動を確認すべき水位を示しています。

警戒レベル 状況 住民が取るべき行動

5 災害発生又は切迫 命の危険。直ちに安全確保！

4 災害のおそれ高い 危険な場所から全員避難

3 災害のおそれあり 危険な場所から高齢者等は避難

2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認する

1 今後状況悪化の恐れ 災害への心構えを高める

カラー量水標

カラー量水標
色分け区分

テープカットの
様子



歩道パトロールを実施しています！

須賀川土木事務所では、冬季期間を除き、前期・後期にそれぞれ３回ずつ、年間
計６回の歩道パトロールを公用自転車で実施しています。

パトロールでは、街路樹の根の成長によって発生する歩道の凸凹や亀裂などの異常

を確認し、歩行者の皆様が安全に通行できるよう点検を行っています。

歩道パトロール中 亀裂状況確認中

福島県県中建設事務所 企画調査課

TEL  ：024-935-1449

FAX ：024-935-1407

「令和7年度福島県建設業新分野進出企業認定証書交付式」を
開催しました！

５月１１日（月）、県中建設事務所で「令和７年度福島県建設業新分野進出企業
認定証書交付式」を開催しました。

交付式では、新たな事業分野への進出を通じて経営基盤の強化と雇用の創出を始め

とした地域経済の活性化が期待される優良企業として三柏工業株式会社が新たに認定

されました。

交付式の様子 記念撮影の様子


